
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給送してフイルム画像を読
み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再生するための自動再生情
報に基づいて前記読み取ったフイルム画像をモニタＴＶに表示させるフイルム画像自動再
生方法であって、
　前記自動再生情報を前記フイルムの磁気記録層に磁気情報として記録し、
　前記磁気情報及び撮影時に前記フイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情報のう
ちの一方を選択するモード選択手段を設け、
　前記モード選択手段によって選択した情報のみを再生時の自動再生情報として使用する
ことを特徴とするフイルム画像自動再生方法。
【請求項２】
　磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給送してフイルム画像を読
み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再生するための自動再生情
報に基づいて前記読み取ったフイルム画像をモニタＴＶに表示させるフイルム画像自動再
生方法であって、
　前記自動再生情報を前記フイルムの磁気記録層に磁気情報として記録し、
　撮影時に前記フイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情報を無効化する無効指示
手段を設け、該無効指示手段によって光学情報の無効化が指示されると、前記光学情報を
自動再生情報として無効にする情報を前記フイルムの磁気記録層に記録することを特徴と
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するフイルム画像自動再生方法。
【請求項３】
　前記磁気情報及び光学情報のうちの一方を選択するモード選択手段を設け、該モード選
択手段によって磁気情報が選択され、且つ前記無効指示手段によって光学情報の無効化が
指示されると、前記光学情報を自動再生情報として無効にする情報を前記フイルムの磁気
記録層に記録することを特徴とする請求項２のフイルム画像自動再生方法。
【請求項４】
　磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給送してフイルム画像を読
み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再生するための自動再生情
報に基づいて前記読み取ったフイルム画像をモニタＴＶに表示させるフイルム画像自動再
生方法であって、
　前記自動再生情報を前記フイルムの磁気記録層に磁気情報として記録し、
　撮影時に前記フイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情報を磁気情報として取り
込む取込指示手段を設け、該取込指示手段によって光学情報の取り込みが指示されると、
前記光学情報を前記フイルムの磁気記録層に記録することを特徴とするフイルム画像自動
再生方法。
【請求項５】
　前記磁気情報及び光学情報のうちの一方を選択するモード選択手段を設け、該モード選
択手段によって光学情報が選択され、且つ前記取込指示手段によって光学情報の取り込み
が指示されると、前記光学情報を前記フイルムの磁気記録層に記録することを特徴とする
請求項４のフイルム画像自動再生方法。
【請求項６】
　磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給送してフイルム画像を読
み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次モニタＴＶに表示させるフイルム画
像自動再生方法であって、
　前記フイルムの磁気記録層にプリント情報を予め記録し、
　前記フイルムの磁気記録層からプリント情報を読み取り、該プリント情報によってプリ
ント指示されたコマ画像のみを自動再生することを特徴とするフイルム画像自動再生方法
。
【請求項７】
　前記プリント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示されたコマ画像
の自動再生時に、そのコマ画像のプリント枚数を表示することを特徴とする請求項６のフ
イルム画像自動再生方法。
【請求項８】
　前記プリント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示された各コマ画
像のプリント枚数の総数を算出し、そのプリント総数を表示することを特徴とする請求項
６のフイルム画像自動再生方法。
【請求項９】
　磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給送して全コマの画像デー
タを読み取り、前記読み取った全コマの画像データに基づいて複数コマからなるインデッ
クス画像を作成し、該インデックス画像をモニタＴＶに表示させるフイルム画像自動再生
方法であって、
　前記フイルムの磁気記録層にプリント情報を予め記録し、
　前記フイルムの磁気記録層から前記プリント情報を読み取ると、該プリント情報によっ
てプリント指示されたコマ画像とプリント指示されなかったコマ画像との表示形態を異な
らせて前記インデックス画像を表示することを特徴とするフイルム画像自動再生方法。
【請求項１０】
　前記プリント指示されたコマ画像のみからインデックス画像を作成し、その作成したイ
ンデックス画像を表示することを特徴とする請求項９のフイルム画像自動再生方法。
【請求項１１】
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　前記プリント指示されたコマ画像とプリント指示されなかったコマ画像とが識別可能な
ようにコマ番号及び／又はコマ画像の表示形態を異ならせたインデックス画像を作成し、
その作成したインデックス画像を表示することを特徴とする請求項９のフイルム画像自動
再生方法。
【請求項１２】
　前記プリント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示されたコマ画像
のプリント枚数及び／又は各コマ画像のプリント枚数の総数を表示することを特徴とする
請求項９、１０又は１１のフイルム画像自動再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はフイルム画像自動再生方法に係り、特に１本のフイルム内の複数のフイルム画
像を順次自動的にモニタＴＶに再生するフイルム画像自動再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮影時に又は撮影後に画面のアスペクト比（プリントフォーマット）、ズーム倍
率、トリミング情報等を写真フイルムの磁気記録層に記録し、この磁気記録層に記録され
た磁気情報を写真プリント作成時の条件設定に利用する方法が提案されている（特開平４
－２２３４５４号公報、特開平５－１９３５９号公報）。写真プリント作成時の条件設定
に利用する方法が提案されている（特開平４－２２３４５４号公報、特開平５－１９３５
９号公報）。また、撮影時にプリントフォーマット等を示す光学情報をフイルムのコマ画
像領域以外に記録し、この光学情報を写真プリント作成時の条件設定に利用する方法が提
案されている。
【０００３】
　更に、現像済みスチル写真フイルムをＣＣＤ等のイメージセンサで撮像し、写真フイル
ムの画像を画像信号に変換し、これをモニタＴＶに出力してフイルム画像を表示するフイ
ルムプレーヤは、ＷＯ９０／０４３０１等において公知である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、フイルムに記録される磁気情報は書換え又は撮影後の記録（後書き）が可能
なため、磁気情報と光学情報とが異なる場合が考えられる。従って、磁気情報と光学情報
とが異なる場合の対策が必要となる。
【０００５】
　また、１本のフイルム内の複数のコマ画像のうち所望のコマ画像のプリントを指示する
プリント情報を磁気情報として記録することが考えられるが、この場合、そのプリント指
示したコマ画像やプリント枚数等を確認する必要がある。
【０００６】
  本発明の目的は、フイルムに記録される磁気情報と光学情報とが異なる場合でも所望の
自動再生を実現することができるフイルム画像自動再生方法を提供することにある。
【０００７】
　本発明の他の目的は、１本のフイルム内の複数のコマ画像のうちプリント指示したコマ
画像を容易に確認することができるフイルム画像自動再生方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために請求項１に係る発明は、磁気記録層を有する現像済みの写真
フイルムを画像読取部に給送してフイルム画像を読み取り、前記フイルム内の複数のフイ
ルム画像を順次自動的に再生するための自動再生情報に基づいて前記読み取ったフイルム
画像をモニタＴＶに表示させるフイルム画像自動再生方法であって、前記自動再生情報を
前記フイルムの磁気記録層に磁気情報として記録し、前記磁気情報及び撮影時に前記フイ
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ルムのコマ画像領域以外に記録された光学情報のうちの一方を選択するモード選択手段を
設け、前記モード選択手段によって選択した情報のみを再生時の自動再生情報として使用
することを特徴としている。これにより、光学情報による自動再生と、磁気情報による自
動再生とをユーザーが適宜選択することができるようにしている。
【０００９】
　請求項２に係る発明は、磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給
送してフイルム画像を読み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再
生するための自動再生情報に基づいて前記読み取ったフイルム画像をモニタＴＶに表示さ
せるフイルム画像自動再生方法であって、前記自動再生情報を前記フイルムの磁気記録層
に磁気情報として記録し、撮影時に前記フイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情
報を無効化する無効指示手段を設け、該無効指示手段によって光学情報の無効化が指示さ
れると、前記光学情報を自動再生情報として無効にする情報を前記フイルムの磁気記録層
に記録することを特徴としている。これにより、フイルムに記録される磁気情報と光学情
報とが異なる場合でも所望の自動再生を実現することができる。
【００１０】
　請求項３に示すように請求項２に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記磁気
情報及び光学情報のうちの一方を選択するモード選択手段を設け、該モード選択手段によ
って磁気情報が選択され、且つ前記無効指示手段によって光学情報の無効化が指示される
と、前記光学情報を自動再生情報として無効にする情報を前記フイルムの磁気記録層に記
録することを特徴としている。
【００１１】
　請求項４に係る発明は、磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給
送してフイルム画像を読み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再
生するための自動再生情報に基づいて前記読み取ったフイルム画像をモニタＴＶに表示さ
せるフイルム画像自動再生方法であって、前記自動再生情報を前記フイルムの磁気記録層
に磁気情報として記録し、撮影時に前記フイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情
報を磁気情報として取り込む取込指示手段を設け、該取込指示手段によって光学情報の取
り込みが指示されると、前記光学情報を前記フイルムの磁気記録層に記録することを特徴
としている。これにより、フイルムに記録される磁気情報と光学情報とが異なる場合でも
所望の自動再生を実現することができる。
【００１２】
　請求項５に示すように請求項４に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記磁気
情報及び光学情報のうちの一方を選択するモード選択手段を設け、該モード選択手段によ
って光学情報が選択され、且つ前記取込指示手段によって光学情報の取り込みが指示され
ると、前記光学情報を前記フイルムの磁気記録層に記録することを特徴としている。
【００１３】
　請求項６に係る発明は、磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給
送してフイルム画像を読み取り、前記フイルム内の複数のフイルム画像を順次モニタＴＶ
に表示させるフイルム画像自動再生方法であって、前記フイルムの磁気記録層にプリント
情報を予め記録し、前記フイルムの磁気記録層からプリント情報を読み取り、該プリント
情報によってプリント指示されたコマ画像のみを自動再生することを特徴としている。こ
れにより、１本のフイルム内の複数のコマ画像のうちプリント指示したコマ画像を容易に
確認することができる。
【００１４】
　請求項７に示すように請求項６に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記プリ
ント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示されたコマ画像の自動再生
時に、そのコマ画像のプリント枚数を表示することを特徴としている。
【００１５】
　請求項８に示すように請求項６に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記プリ
ント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示された各コマ画像のプリン
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ト枚数の総数を算出し、そのプリント総数を表示することを特徴としている。
【００１６】
　請求項９に係る発明は、磁気記録層を有する現像済みの写真フイルムを画像読取部に給
送して全コマの画像データを読み取り、前記読み取った全コマの画像データに基づいて複
数コマからなるインデックス画像を作成し、該インデックス画像をモニタＴＶに表示させ
るフイルム画像自動再生方法であって、前記フイルムの磁気記録層にプリント情報を予め
記録し、前記フイルムの磁気記録層から前記プリント情報を読み取ると、該プリント情報
によってプリント指示されたコマ画像とプリント指示されなかったコマ画像との表示形態
を異ならせて前記インデックス画像を表示することを特徴とするフイルム画像自動再生方
法。これにより、１本のフイルム内の複数のコマ画像のうちプリント指示したコマ画像と
プリント指示しないコマ画像とを容易に確認することができる。
【００１７】
　請求項１０に示すように請求項９に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記プ
リント指示されたコマ画像のみからインデックス画像を作成し、その作成したインデック
ス画像を表示することを特徴としている。
【００１８】
　請求項１１に示すように請求項９に記載のフイルム画像自動再生方法において、前記プ
リント指示されたコマ画像とプリント指示されなかったコマ画像とが識別可能なようにコ
マ番号及び／又はコマ画像の表示形態を異ならせたインデックス画像を作成し、その作成
したインデックス画像を表示することを特徴としている。
【００１９】
　請求項１２に示すように請求項９、１０又は１１に記載のフイルム画像自動再生方法に
おいて、前記プリント情報はプリント枚数を示す情報を含み、前記プリント指示されたコ
マ画像のプリント枚数及び／又は各コマ画像のプリント枚数の総数を表示することを特徴
としている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、フイルムに記録される磁気情報と光学情報とが異なる場合でも、ユー
ザーの選択に応じた所望の自動再生を実現することができる。また、１本のフイルム内の
複数のコマ画像のうちプリント指示したコマ画像やプリント枚数等を、インデックス画面
により又は自動再生画面により容易に確認することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下添付図面に従って本発明に係るフイルム画像自動再生方法の好ましい実施の形態に
ついて詳述する。
【００２２】
　図１は本発明に係るフイルム画像自動再生方法が適用されるフイルムプレーヤを含むシ
ステム全体の概略構成を示す斜視図である。同図に示すように、フイルムプレーヤ１００
は直方体状に形成され、その前面にはフイルムカートリッジトレー１０２及び電源スイッ
チ１０４が設けられている。フイルムカートリッジトレー１０２は、フイルムカートリッ
ジ１１０のローディング／アンローディング時に前後方向に進退駆動され、これよりフイ
ルムカートリッジ１１０の収納または取出しが行われる。
【００２３】
　フイルムプレーヤ１００にはキーパッド１２０及びモニタＴＶ１０９が接続され、キー
パッド１２０からは信号ケーブル１０６を介してフイルムプレーヤ１００を制御するため
の各種の操作信号がフイルムプレーヤ１００に出力され、フイルムプレーヤ１００からは
信号ケーブル１０８を介して映像信号がモニタＴＶ１０９に出力される。尚、キーパッド
１２０によるフイルムプレーヤ１００の制御の詳細については後述する。
【００２４】
　フイルムカートリッジ１１０は、図２に示すように単一のスプール１１２を有し、この
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スプール１１２に写真フイルム１１４が巻回されている。写真フイルム１１４には、各コ
マの位置を示すパーフォレーション１１４Ａが穿設されるとともに、フイルム全面又はフ
イルム縁部に磁気記録層１１４Ｂが形成されており、この磁気記録層１１４Ｂには、磁気
ヘッドを有するカメラによってコマ毎の撮影データ等を示す磁気データが記録できるよう
になっている。また、現像処理された上記写真フイルム１１４はフイルムカートリッジ１
１０に巻き取られ、これにより保管できるようになっている。
【００２５】
　このフイルムカートリッジ１１０を使用するカメラは、カメラ内蔵の磁気ヘッドによっ
て前記フイルム１１４の磁気記録層１１４Ｂに各種の磁気データをコマ毎に記録すること
ができる。記録される磁気データとしては、例えば、コマ番号、ハイビジョン画像、パノ
ラマ画像及び通常画像等のアスペクト比を示すプリントフォーマット、撮影日時、写し込
まれる画像の天地左右、被写体距離、１画面内における主要被写体の位置等を示すデータ
が考えられるが、その他、カメラによって多数種類のデータを記録することができる。ま
た、前記写真フイルム１１４には、被写体光によって露光されるコマ領域以外にフイルム
タイプ、コマ番号等を示すバーコードや、撮影時にカメラ内蔵の光源によってプリントフ
ォーマット等を示すデータを光学的に記録することができる。
【００２６】
　図３は上記フイルムプレーヤ１００の内部構成の一実施例を示すブロック図である。こ
のフイルムプレーヤ１００は、主として照明用の光源１３０、撮影レンズ１３６、ＣＣＤ
ラインセンサ１４２を含むＣＣＤ回路ユニット１４０、第１信号処理回路１５１、第２信
号処理回路１５２、第３信号処理回路１５３、メモリ制御回路１５４、ＣＣＤバッファＭ
１、表示バッファＭ２、中央処理装置（ＣＰＵ）１６０、フイルム駆動メカ１７０、光学
データ読取装置１８０、磁気記録再生装置１８２等を備えている。
【００２７】
　光源１３０は、例えばフイルム１１４の給送方向と直交する方向に長い蛍光灯からなり
、赤外カットフィルタ１３２を介してフイルム１１４を照明する。フイルム１１４を透過
した画像光は、単焦点の撮影レンズ１３６を介してＣＣＤラインセンサ１４２の受光面に
結像される。尚、ＣＣＤラインセンサ１４２によるフイルム画像の撮像中には、フイルム
１１４はフイルム駆動メカ１７０によって一定速度で矢印Ａ方向（以下、順方向という）
又は矢印Ｂ方向（以下、逆方向という）に移動させられるが、このフイルム駆動の詳細に
ついては後述する。
【００２８】
　ＣＣＤラインセンサ１４２はフイルム給送方向と直交する方向に配設されている。そし
て、ＣＣＤラインセンサ１４２の受光面に結像された画像光は、Ｒ，Ｇ，Ｂフィルタを有
する各センサで所定時間電荷蓄積され、光の強さに応じた量のＲ，Ｇ，Ｂの信号電荷に変
換される。このようにして蓄積された信号電荷は、ＣＣＤ駆動回路１４４から加えられる
所定周期のリードゲートパルスによってシフトレジスタに読み出され、レジスタ転送パル
スによって順次読み出される。
【００２９】
　尚、ＣＣＤラインセンサ１４２は、フイルム給送方向と直交する方向に例えば１０２４
画素分のセンサを有している。また、１コマのフイルム給送方向と同方向の画素数は、Ｃ
ＣＤ駆動回路１４４のリードゲートパルス等の周期を変更しない場合にはフイルム給送速
度に応じて変化し、本実施例では標準のフイルム画像を取り込む時の給送速度の１／２倍
、１倍、８倍、１６倍の各速度における画素数は、１７９２画素、８９６画素、１１２画
素、５６画素である。
【００３０】
　このようにしてＣＣＤラインセンサ１４２から読み出された信号電荷は、ＣＤＳクラン
プによってクランプされてＲ，Ｇ，Ｂ信号としてアナログ処理回路１４６に加えられ、こ
こでＲ，Ｇ，Ｂ信号のゲイン等が制御される。アナログ処理回路１４６から出力されるＲ
，Ｇ，Ｂ信号はマルチプレクサ１４８によって点順次化され、Ａ／Ｄコンバータ１５０に
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よってデジタル信号に変換されたのち、第１信号処理回路１５１及びＣＰＵ１６０に加え
られる。
【００３１】
　第１信号処理回路１５１は、白バランス調整回路、ネガポジ変転回路、γ補正回路及び
ＲＧＢ同時化回路等を含み、順次入力する点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号を各回路で適宜信号処
理したのち、同時化したＲ，Ｇ，Ｂ信号を第２信号処理回路１５２に出力する。尚、第１
信号処理回路１５１における白バランス調整回路は、ＣＰＵ１６０から加えられる制御信
号に基づいて行うもので、その詳細は後述する。
【００３２】
　第２信号処理回路１５２はマトリクス回路を有し、入力するＲ，Ｇ，Ｂ信号に基づいて
輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  を生成し、これらをメモリ制御回路１５４に出力する。
【００３３】
　メモリ制御回路１５４は、上記輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  のＣＣＤバッファＭ１
への書込み／読出しを制御するとともに、ＣＣＤバッファＭ１に記憶された輝度信号Ｙ及
びクロマ信号Ｃ r / b  の表示バッファＭ２への書込み／読出しを制御する。尚、ＣＣＤバッ
ファＭ１及び表示バッファＭ２への書込み／読出し制御の詳細については後述する。
【００３４】
　メモリ制御回路１５４によって表示バッファＭ２から読み出される輝度信号Ｙ及びクロ
マ信号Ｃ r / b  は、第３信号処理回路１５３に加えられる。第３信号処理回路１５３は、入
力する輝度信号Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  に基づいて例えばＮＴＳＣ方式のカラー複合映像
信号を生成し、これをＤ／Ａコンバータ１５６を介してビデオ出力端子１５８に出力する
。尚、メモリ制御回路１５４、第３信号処理回路１５３及びＤ／Ａコンバータ１５６には
同期信号発生回路１５９から所定周期の同期信号がそれぞれ加えられており、これにより
各回路の同期がとられるとともに所要の同期信号を含む映像信号が得られるようにしてい
る。また、ＣＣＤ回路ユニット１４０、Ａ／Ｄコンバータ１５０、第１信号処理回路１５
１、第２信号処理回路１５２及びメモリ制御回路１５４にはＣＰＵ１６０によって制御さ
れるタイミング信号発生回路１６２からタイミング信号がそれぞれ加えられており、これ
により各回路の同期がとられている。
【００３５】
　フイルム駆動メカ１７０は、フイルムカートリッジ１１０のスプール１１２と係合し、
そのスプール１１２を正転／逆転駆動するフイルム供給部と、このフイルム供給部から送
出されるフイルム１１４を巻き取るフイルム巻取部と、フイルム搬送路に配設され、フイ
ルム１１４をキャプスタンとピンチローラとで挟持してフイルム１１４を一定速度で送る
手段とから構成されている。尚、上記フイルム供給部は、フイルムカートリッジ１１０の
スプール１１２を図３上で時計回り方向に駆動し、フイルム先端がフイルム巻取部によっ
て巻き取られるまでフイルムカートリッジ１１０からフイルム１１４を送り出すようにし
ている。
【００３６】
　光学データ読取装置１８０は、フイルム１１４のパーフォレーション１１４Ａを光学的
に検出する第１の光センサ１８０Ａと、フイルム縁部に書き込まれているバーコード等の
光学データを光学的に検出する第２の光センサ１８０Ｂとを含み、これらの光センサ１８
０Ａ、１８０Ｂを介して検出した光学データを処理してＣＰＵ１６０に出力する。
【００３７】
　磁気記録再生装置１８２は磁気ヘッド１８２Ａを含み、磁気ヘッド１８２Ａを介してフ
イルム１１４の磁気記録層１１４Ｂに記録されている磁気データを読み取り、その磁気デ
ータを処理してＣＰＵ１６０に出力してＲＡＭ１６０Ａに記録し、また、ＣＰＵ１６０の
ＲＡＭ１６０Ａに記録されたデータを読み出し、これを磁気記録に適した信号に変換した
のち磁気ヘッド１８２Ａに出力し、フイルム１１４の磁気記録層１１４Ｂに記録する。
【００３８】
　次に、上記構成のフイルムプレーヤ１００の作用について、図４に示すフローチャート
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を参照しながら説明する。
【００３９】
　先ず、フイルムカートリッジ１１０をフイルムカートリッジトレー１０２にセットする
と、ＣＰＵ１６０はフイルム駆動メカ１７０を制御してフイルムローディングを実行する
（ステップ２００）。即ち、フイルムカートリッジ１１０からフイルム１１４を送り出し
、フイルム先端をフイルム巻取部の巻取軸に巻き付ける。
【００４０】
　フイルムローディングが完了すると、フイルム１１４の第１、第２のプリスキャンを実
行する（ステップ２０２）。即ち、第１のプリスキャン時には、図５に示すようにフイル
ム１１４を１４８．０ｍｍ／秒の高速で順方向に給送し、ＣＣＤラインセンサ１４２を介
して画像データを取り込むとともに、光学データ読取装置１８０及び磁気記録再生装置１
８２を介して光学データ及び磁気データを読み取る。
【００４１】
　次に、上記第１のプリスキャン時に取り込んだ画像データに基づく処理について説明す
る。
【００４２】
　ＣＰＵ１６０は、図３に示すＡ／Ｄコンバータ１５０から点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号を入
力する。ＣＰＵ１６０は、全コマのＲ，Ｇ，Ｂ信号を各別に取り込み、色信号別のオフセ
ット量、及び白バランスを調整するための色信号別のゲイン調整量を算出し、これらの色
信号別のオフセット量を示すオフセットデータ及びゲイン調整量を示すＡＷＢデータをコ
マ毎にＣＰＵ内蔵のランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）１６０Ａに記憶する。また、
各コマのＲ，Ｇ，Ｂ信号から各コマの明るさを示すＡＥデータをＲＡＭ１６０Ａに記憶す
る。尚、ＣＰＵ１６０は、光学データ読取装置１８０及び磁気記録再生装置１８２を介し
て加えられる光学データ及び／又は磁気データに基づいてフイルム１１４の各コマを検知
することができ、また、各コマをカウントすることによりコマ番号も検知することができ
る。
【００４３】
　次に、フイルム１１４の第２のプリスキャンを実行する。即ち、この第２のプリスキャ
ン時には、図５に示すようにフイルム１１４を７４・０ｍｍ／秒の高速で逆方向に巻き戻
し、再びＣＣＤラインセンサ１４２を介して画像データを取り込む。この画像データの取
込み時には、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶したＡＥデータに基づいて絞り制御
装置１６４を介して各コマ毎に絞り１３４を制御する。尚、ＣＣＤラインセンサ１４２と
して、電子シャッタ機構を有するものを使用する場合には、ＣＣＤ駆動回路１４４を介し
てＣＣＤラインセンサ１４２における電荷蓄積時間を制御することにより、露光量を調整
することができ、この場合には絞り１３４や絞り制御装置１６４は不要になる。
【００４４】
　また、ＣＰＵ１６０は、第１信号処理回路１５１において、各コマ毎にＲ，Ｇ，Ｂ信号
のオフセット量及び白バランスの調整を行わせる。即ち、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０
Ａに記憶した各コマの色信号毎のオフセットデータを第１信号処理回路１５１に出力し、
第１信号処理回路１５１はこのオフセットデータに基づいて点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号のオ
フセット量を調整する。同様に、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶した各コマの色
信号毎のＡＷＢデータを第１信号処理回路１５１に出力し、第１信号処理回路１５１はこ
のＡＷＢデータに基づいて点順次のＲ，Ｇ，Ｂ信号のゲインを調整する。
【００４５】
　上記ＡＥ／ＡＷＢデータ等に基づいて各コマの画像データを調整しているため、各コマ
の撮影条件にかかわらず、良好な画像データを取り込むことができる。　このようにして
調整された各コマの画像データ、即ち、第２信号処理回路１５２から出力される輝度信号
Ｙ及びクロマ信号Ｃ r / b  は、メモリ制御回路１５４を介してＣＣＤバッファＭ１に順次記
憶される。尚、前述したように標準のフイルム画像を取り込む時の給送速度の８倍の速度
でフイルム１１４が給送されるため、図６（Ａ）に示すように１コマのフイルム給送方向
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と同方向の画素数は、１１２画素である。また、ＣＣＤラインセンサ１４２は、前述した
ようにフイルム給送方向と直交する方向に１０２４画素分のセンサを有しているが、１／
１６に間引くことにより１コマのフイルム給送方向と直交する方向の画素数は、６４画素
である。そして、ＣＣＤバッファＭ１は、図６（Ａ）に示すように５１２×１０２４画素
のデータを記憶する記憶容量を有しており、これにより５×４×２（＝４０）コマ分の画
像データを記憶することができる。即ち、ＣＣＤバッファＭ１には、４０コマ分のインデ
ックス画像を示す画像データが記憶されることになる。
【００４６】
　表示バッファＭ２は、図６（Ｂ）に示すように５１２×１０２４画素のデータを記憶す
る記憶容量を有しているが、上記インデックス画像を示す画像データを記憶する場合には
、１コマの画素が７３×１２８に拡大されて５×４（＝２０）コマ分の画像データを記憶
する。そして、インデックス画像をモニタＴＶ１０９に表示させる場合には、表示バッフ
ァＭ２の左上の４８０×６４０画素分の領域が読み出される（図６（Ｂ）、（Ｃ）参照）
。
【００４７】
　さて、ＣＣＤバッファＭ１には、図６（Ａ）に示すように上記スキャン時における各コ
マの画像データの読取り順に、各コマの画像データが左上の記憶領域から右側に向かって
順次記憶され、４コマ分記憶されると、１行下がった記憶領域から再び右側に向かって順
次記憶される。そして、５行分（４×５＝２０コマ分）記憶れると、隣の２０コマ分の記
憶領域に同様にして記憶される。
【００４８】
　ＣＣＤバッファＭ１への上記記憶動作中にも、ＣＣＤバッファＭ１の記憶内容は表示バ
ッファＭ２に転送される。
【００４９】
　表示バッファＭ２には１度に２０コマ分の画像データしか記憶できないため、ＣＣＤバ
ッファＭ１に２１コマ目の画像データが入力されると、インデックス画像を上方向にスク
ロールさせるように、表示バッファＭ２への画像データの書換え及び読み出しが行われる
。例えば、ＣＣＤバッファＭ１に２１コマ目の画像データが入力されると、表示バッファ
Ｍ２のコマ番号１～４の１行分の記憶領域の画像データがクリアされ、２１コマ目の画像
データが書き込まれるとともに、映像信号出力時のスキャン開始アドレスを２行目に変更
される。これにより、モニタＴＶ１０９では１行分だけ上方向にスクロールしたインデッ
クス画像が表示されることになる。このようにして全コマの画像データがＣＣＤバッファ
Ｍ１に記憶されると、モニタＴＶ１０９には再びコマ番号１～２０までのインデックス画
像が表示されるように下方向にスクロール又は画面が切り替えられる。
【００５０】
　ところで、ＣＰＵ１６０は、上記スキャン時における各コマの画像データの読取り順に
各コマに対してコマ番号を１、２、…とし、各コマのコマ番号を示すキャラクター信号を
出力することにより、図７に示すようにコマ番号がスーパーインポーズされたインデック
ス画像を表示させるようにしている。
【００５１】
　上記のようにしてインデックス画像の作成が行われ、インデックス画像がモニタＴＶ１
０９に表示されると、続いてキー操作等によって自動再生を選択したか否かが判別される
（ステップ２０３）。自動再生を選択しない場合には、上記インデックス画像を見ながら
キーパッド１２０を使用し、モニタＴＶ１０９に所望のフイルム画像を再生させるために
必要な各種の情報（以下、自動再生情報という）の入力を行う（ステップ２０４）。
【００５２】
　ところで、上記自動再生情報には、例えば、以下の情報がある。
＜自動再生効果を高める情報＞
・フレームの縦横情報：再生画面をモニタ上で正立させるための情報で天地左右の指定情
報
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・文字情報　　　　　：各フレームに対する文字情報、及びフイルム全体に関する文字情
報
・撮影日時　　　　　：各フレーム毎の撮影日時情報
・再生フレーム枠情報：１フレーム全体からモニタ上に再生する範囲を指定する情報
・色補正情報　　　　：マニュアル設定される情報で、各フレーム毎の輝度、色合い、色
の濃さ、コントラスト、シャープネス設定情報・クローズアップ情報：ズーム倍率情報と
ズーム中心位置情報
・自動ズーミング情報：ズーム開始倍率、ズーム終了倍率及びズーミング時間を含む情報
・画面切替え情報　　：フレーム間の画面切替え方法を指定する情報で、即切替え、スク
ロールイン／アウト、フェードイン／アウト、オーバーラップ、ワイプイン／アウトを示
す情報と、これらの切替え時間情報（秒単位）
・画面内の移動情報　：１フレームの画面内をスキャンする移動情報（パン、チルト情報
）と、これらの移動時間情報（秒単位）
・画面表示時間情報　：各フレームの全表示時間（秒単位）
・再生時の音声情報　：自動再生時の音楽種類の指定（各フレーム毎、あるいはフイルム
全体に指定）
・文字表示指定情報　：自動再生時にタイトルのみ表示するか、日時のみを表示するか、
両方表示するか、あるいは両方表示しない等の指定情報、及び表示色、表示位置の情報
＜その他＞
・自動色補正情報　　：プリスキャン時に自動的に設定される色補正情報で、前述したＡ
Ｅ／ＡＷＢデータ
＜自動再生の制御に関する情報＞
・再生開始フレーム番号情報　　：自動再生時の開始フレーム番号情報
・再生終了フレーム番号情報　　：自動再生時の終了フレーム番号情報
・次に移動するフレーム番号情報：自動再生時の次に表示するフレーム番号情報
・未再生フレーム指定情報　　　：自動再生時に再生しないフレーム番号、又は各フレー
ム毎にするかしないかの指定情報
　上記各情報は、図１に示したキーパッド１２０を操作しながらオンスクリーン対話方式
で入力することができる。
【００５３】
　即ち、キーパッド１２０は、図１に示すように上下左右の各キー１２１～１２４、「Ｕ
Ｐ」キー１２５、「ＤＯＷＮ」キー１２６、「Ｅ xecute」キー１２７、「Ｃ ancel 」キー
１２８の８キーから構成されている。
【００５４】
　ＣＰＵ１６０は、図７に示すように２０コマ分のインデックス画像とともに各種の設定
メニューを示す文字をモニタＴＶ１０９に表示させる。尚、「ＰＳＥＴ」はプリント枚数
の設定を示し、「ＲＯＴＳ」はコマの縦横の設定を示し、「ＳＫＰＳ」は再生時における
非表示コマの設定を示し、「ＶＩＥＷ」は１コマずつ再生することを示し、「ＰＬＡＹ」
は各コマを一定のインターバルで連続的に再生することを示し、「ＥＮＶ」はインターバ
ル時間や背景色等の環境設定を示し、「ＥＮＤ」はインデックス画像を用いた編集の終了
を示す。
【００５５】
　上記メニューの選択は、キーパッド１２０の「ＵＰ」，「ＤＯＷＮ」キー１２５、１２
６を使用して実行したいメニューの位置にカーソル（他のメニューと色を変えて区別する
）を移動させ、「Ｅ xecute」キー１２７を押すことによって行われる。尚、メニューが選
択されると、１コマ目が編集対象のコマとなり、１コマ目のコマ番号がカレント表示（そ
のコマ番号がブリンク表示）される。また、編集対象のコマの選択は、キーパッド１２０
の上下左右のキー１２１～１２４を操作することによって行うことができる。
【００５６】
　いま、図７に示すように「ＳＫＰＳ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キー１２７を
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押すと、スキップ設定メニューとなる。
【００５７】
　このスキップ設定メニューにおいて、例えばコマ番号１のコマを非表示コマとして設定
する場合には、編集対象のコマとしてコマ番号１のコマを選択し、「ＵＰ」キー１２５を
押す。これにより、コマ番号１のコマ内には「ＳＫＩＰ」の文字が表示される。そして、
「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、表示バッファＭ２のコマ番号１に対応する記憶領域は
クリア色で塗りつぶされるとともに、非表示コマのコマ番号１を示すデータがＣＰＵ１６
０のＲＡＭ１６０Ａに記憶される。尚、ＣＣＤバッファＭ１上では画像データはそのまま
の状態になっているため、「ＤＯＷＮ」キー１２６を押し、コマ番号１のコマ内に「ＶＩ
ＥＷ」の文字を表示したのち、「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、表示バッファＭ２のコ
マ番号１に対応する記憶領域にはコマ番号１に対応する画像データがＣＣＤバッファＭ１
から転送され、これによりコマ表示が行われるとともに、ＲＡＭ１６０Ａに記憶された非
表示コマのコマ番号１を示すデータがクリアされる。このようにして、表示／非表示コマ
の設定が行われる。尚、「Ｃ ancel 」キー１２８によって設定内容をキャンセルすること
もできる。
【００５８】
　次に、コマの縦横（天地左右）を切り替える場合について説明する。
【００５９】
　この場合には、図８に示すように「ＲＯＴＳ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キー
１２７を押し、縦横設定メニューにする。
【００６０】
　縦横設定メニューが選択されると、図８に示すように編集対象のコマのコマ番号がブリ
ンク表示されるとともに、そのコマの画像中に天地方向を示す矢印↑が表示される。この
状態から「ＵＰ」キー１２５を押すと、ワンプッシュする毎に矢印の方向が９０度ずつ時
計回り方向に回転し、「ＤＯＷＮ」キー１２６を押すと、ワンプッシュする毎に矢印の方
向が９０度ずつ反時計回り方向に回転する。このようにして、矢印によって天地方向を選
択したのち、「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、表示バッファＭ２の対象コマの記憶領域
の画像データは、前記選択された天地方向に応じて回転させられる。尚、図７に示したよ
うに１コマの縦と横の画素数が異なるため、横から縦に回転させる場合には画像を縮小し
、縦から横に回転させる場合には画像を拡大する。
【００６１】
　次に、各コマのプリント枚数を設定する場合について説明する。
【００６２】
　この場合には、図９に示すように「ＰＳＥＴ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キー
１２７を押し、プリント枚数設定メニューにする。
【００６３】
　プリント枚数設定メニューが選択されると、図９に示すように編集対象のコマのコマ番
号がブリンク表示されるとともに、そのコマの画像中にプリント枚数が表示される。この
プリント枚数は、そのコマの画像中に予め０が表示されるようになっており、この状態か
ら「ＵＰ」キー１２５を押すと、ワンプッシュする毎に数字が１ずつ増加し、「ＤＯＷＮ
」キー１２６を押すと、ワンプッシュする毎に数字が１ずつ減少する。このようにして、
プリント枚数を選択したのち、「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、その表示されたプリン
ト枚数が設定され、ＣＰＵ１６０のＲＡＭ１６０Ａに格納される。尚、図９上では、２０
コマ目のコマ番号及びプリント枚数がブリンク表示されている。
【００６４】
　また、画像の縦横比に対応するハイビジョン、パノラマ、通常等のプリントフォーマッ
ト指定も各コマ毎に行うことができる。この場合、フォーマット指定に応じてインデック
ス画像のコマの縦横比を変更すれば、いずれのフォーマットが指定されたかをインデック
ス画像上で視認することができる。
【００６５】
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　更に、あるコマから次のコマに表示を切り替える場合のコマ切替方法も指定することが
できる。例えば、あるコマから次のコマに表示を切り替える場合に、表示画面を瞬時に切
り替えるコマ切替方法の他に、画面をスクロールさせて切り替えるコマ切替方法、フェー
ドアウト／フェードインで切り替えるコマ切替方法等の指定をインデックス画像を見なが
ら行うことができる。
【００６６】
　上記のようにしてインデックス画像を見ながら編集を行ったのち、「ＥＮＤ」にカーソ
ルを合わせて「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、インデックス画像を用いた編集が終了す
る。
【００６７】
　インデックス画像による編集が終了すると、続いてステップ２０６（図４）において各
コマ毎の編集を行うか否かが選択される。この選択もモニタＴＶ１０９の画面を見ながら
キーパッド１２０を操作することによって行うことができる。
【００６８】
　次に、各コマ毎の編集を行う場合について説明する。
【００６９】
　この場合には、先ず表示コマ番号を１にセットし（ステップ２０８）、続いて図５に示
すようにフイルム１１４を９．２５ｍｍ／秒で順方向に１コマ分給送して、コマ番号１の
コマのスキャン（本スキャン）を行う（ステップ２１０）。この本スキャン時にＣＣＤラ
インセンサ１４２を介して画像データがＣＣＤバッファＭ１に取り込まれる。
【００７０】
　この画像データの取込み時には、ＣＰＵ１６０は、ＲＡＭ１６０Ａに記憶したＡＥデー
タ、ＡＷＢデータ等に基づいて各コマの画像データを調整しているため、各コマの撮影条
件にかかわらず、良好な画像データを取り込むことができる。また、このようにしてＣＣ
ＤバッファＭ１に取り込まれる１コマ分の画素数は、図６（Ｄ）に示すように５１２×８
９６画素である。即ち、１０２４画素分のセンサを有するＣＣＤラインセンサ１４２のＣ
ＣＤ出力を、本スキャン時には１／２に間引き、これにより１コマのフイルム給送方向と
直交する方向の画素数を５１２とし、また、フイルム給送速度をインデックス画像の画像
データの取込み時に比べて１／８にすることにより、インデックス画像の１コマのフイル
ム給送方向と同方向の画素数（１１２画素）の８倍の８９６画素としている。
【００７１】
　上記のようにしてＣＣＤバッファＭ１に取り込まれた１コマ分の画像データは、表示バ
ッファＭ２に転送され、この表示バッファＭ２の記憶内容が繰り返し読み出されことによ
りモニタＴＶ１０９に１コマの画像が表示される。尚、１コマ再生メニュー設定モード時
には、図１０に示すようにコマ番号がモニタＴＶ１０９の画面左上に表示され、１コマの
編集に必要な設定メニュー等を示す文字がモニタＴＶ１０９の画面右側に表示される。尚
、「ＦＷＤ」は次のコマ再生を示し、「ＲＥＶ」は前のコマ再生を示し、「ＲＳＴ」は各
種設定をリセットし、再スキャンを行うこと示し、「ＺＯＯＭ」はズーム設定を示し、「
ＭＡＳＫ」はマスク設定を示し、「ＲＯＴ」はコマの縦横の設定を示し、「ＳＥＴ」はプ
リント枚数等の設定を示し、「ＩＤＸ」は前述したインデックス画像の表示を示し、「Ｅ
ＮＶ」はインターバル時間や背景色等の環境設定を示し、「ＥＮＤ」は１コマの画像を用
いた編集の終了を示す。
【００７２】
　上記メニューの選択は、前述したインデックス画像を用いた編集時と同様にキーパッド
１２０の「ＵＰ」，「ＤＯＵＮ」キー１２５、１２６を使用して実行したいメニューの位
置にカーソルを移動させ、「Ｅ xecute」キー１２７を押すことによって行われる。
【００７３】
　いま、「ＺＯＯＭ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、ズーム設
定メニューとなる（ステップ２１２）。このズーム設定メニューにおいて、キーパッド１
２０の上下左右のキー１２１～１２４を操作することによりポインタを適宜移動させ、ズ
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ーム中心を指示する。そして、「ＵＰ」キー１２５又は「ＤＯＷＮ」キー１２６を押すこ
とにより、電子ズームによるズームアップ又はズームアウトを行う。このようにして所望
のズーミングを行ったのち、「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、ズーム設定が確定し、Ｃ
ＰＵ１６０のＲＡＭ１６０Ａに記憶される（ステップ２１４）。
【００７４】
　また、上記電子ズームでは、例えば０．５～１．５倍の範囲のズーミングができるもの
とする。そして、電子ズームによる倍率が１．５となり、更に「ＵＰ」キー１２５による
ズームアップが指示されると、低速の本スキャンを行う。この場合、フイルム１１４を４
．６３ｍｍ／秒（通常の本スキャンの速度の１／２）で順方向に給送するとともに、ＣＣ
Ｄラインセンサ１４２のＣＣＤ出力を間引かずに、前記指定されたズーム中心を基準にし
て取り込む。これにより、通常の本スキャン時に比べて２倍にズーミングされた画像デー
タが取り込まれるとになる。この画像データに対して、電子ズームをかけることにより、
最大３倍までズーミングすることができるようになる。
【００７５】
　更に、キーパッド１２０を用いながら、コマ画像に重ねて表示するタイトルを入力する
ことができ（ステップ２１８、２２０）、そのタイトルを示す文字データはＣＰＵ１６０
のＲＡＭ１６０Ａに格納され、また、「ＭＡＳＫ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キ
ー１２７を押すことにより、枠付け設定メニューにすることができ、キーパッド１２０を
用いながら表示コマの周囲に設ける枠の大きさや位置を入力することができる（ステップ
２２４、２２６）。
【００７６】
  上記のようにして表示コマの編集を行たのち、「ＥＮＤ」にカーソルを合わせて「Ｅ xe
cute」キー１２７を押すと、表示コマの編集が終了し（ステップ２３４）、一方、「ＦＷ
Ｄ」又は「ＲＥＶ」にカーソルを合わせて「Ｅ xecute」キー１２７を押すと、コマ番号を
１だけ増加又は減少し（ステップ２３６）、ステップ２１０に戻る。これにより上記と同
様にして別の表示コマの編集を実行することができる。
【００７７】
　さて、表示コマの編集が終了すると（ステップ２３４）、図５に示すようにフイルム１
１４を１４８．０ｍｍ／秒の高速で逆方向に給送する。この給送中に予めフイルム１１４
の磁気記録層１１４Ｂから読み取られてＣＰＵ１６０のＲＡＭ１６０Ａに記憶された磁気
データや、前記インデックス画像を用いた編集の内容を示すデータ、表示コマを用いた編
集の内容を示すデータ等がフイルム１１４の磁気記録層１１４Ｂに再び記録され（ステッ
プ２３８）、この巻戻し終了後フイルムカートリッジ１１０が取り出される（ステップ２
４０）。
【００７８】
　一方、ステップ２０６において、表示コマを用いた編集を実行しない場合には、ステッ
プ２４２、２４４に進み、上記ステップ２３８、２４０と同様にフイルム１１４の磁気記
録層１１４Ｂへの書き込み、及びフイルムカートリッジ１１０の取出しが行われる。
【００７９】
　ところで、上記自動再生情報は、キーパッド１２０を使用して入力するようにしている
が、例えば自動入力を選択することにより、自動再生情報の一部を自動的に入力すること
ができる。
【００８０】
　即ち、フイルムプレーヤ１００は、磁気記録再生装置１８２によってフイルム１１４の
磁気記録層１１４Ｂに記録された磁気情報を読み取ることができるが、ここで読み取られ
る磁気情報のうち、プリントフォーマット、撮影日時、写し込まれる画像の天地左右、主
要被写体の大きさ、１画面内における主要被写体の位置等を示す磁気情報は、撮影時にカ
メラ内蔵の磁気ヘッドによって磁気記録される。
【００８１】
　従って、フイルムプレーヤ１００は、撮影時にカメラによって記録された磁気情報を読

10

20

30

40

50

(13) JP 3770402 B2 2006.4.26



み取ることにより、次表に示す自動再生情報を自動的に設定することができる。
【００８２】
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【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　尚、表１における撮影日時とタイトル情報、サウンド情報との関係は、予めフイルムプ
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レーヤ１００内のメモリに記憶されているものとする。
【００８３】
　このように、カメラによって予め記録した磁気情報に基づいて自動再生効果を高めるた
めの各種の自動再生情報を自動的に設定することができ、これらの情報を自動再生情報の
一部として使用することができる。
【００８４】
　ところで、フイルムプレーヤ１００は、光学データ読取装置１８０によってフイルム１
１４のコマ領域以外に光学的に記録されたプリントフォーマット等を読み取ることができ
る。従って、この読み取った光学情報に基づいて上記と同様に自動再生情報を自動設定す
ることもできる。また、光学情報としては、カメラによって記録される光学情報に限らず
、フイルムカートリッジの出荷時に予めフイルムのコマ画像領域以外に記録された光学情
報も含む。この光学情報としては、例えばパノラマ撮影専用のレンズ付きフイルムなどに
予めセットされているフイルムカートリッジ内のフイルムに光学的に記録されているパノ
ラマ撮影を示すプリントフォーマットが該当する。
【００８５】
　また、表１に示した自動再生効果を高めるための自動再生情報は、カメラによって記録
された磁気情報に限らず、フイルムプレーヤなどによって撮影後に記録された撮影日時、
主要被写体の大きさ、主要被写体位置、プリントフォーマット等の磁気情報を、自動再生
効果を高めるための自動再生情報として用いるようにしてもよい。
【００８６】
　上記のようにして１本のフイルム内の複数のフイルム画像を順次自動的に再生するため
の自動再生情報が自動的に設定され、あるいはマニュアル操作で入力され、図４のステッ
プ２０３において自動再生が選択されると、先ず、プリント指示に対応したインデックス
画像の表示等を行う（ステップ２４５）。
【００８７】
　即ち、図１１のフローチャートに示すように、第１のプリスキャンを実行し（（ステッ
プ３００）、これによりフイルムからプリント指示された各コマのプリント枚数を含む磁
気情報を読み込み、プリント指示された各コマのプリント枚数等を記憶する（ステップ３
０２、３０４）。続いて、第２のプリスキャンを実行し（ステップ３０６）、１本のフイ
ルムの各コマの画像情報を読み込む（ステップ３０８）。尚、第１、第２のプリスキャン
については、図５等で説明したため、ここではその説明は省略する。
【００８８】
　次に、各コマのプリント枚数（ｎ）が、ｎ＝０か否かを判別し（ステップ３１０）、ｎ
＞０の場合には、図１２に示すようにそのコマのコマ画像とともにコマ番号をインデック
ス画像の所定位置に表示し（ステップ３１２）、更にそのコマのプリント枚数をコマ画像
とともに表示し（ステップ３１４）、ステップ３１６に移行する。一方、ステップ３１０
において、ｎ＝０の場合には、そのコマのコマ画像等の表示は行わずに、ステップ３１６
に移行する。
【００８９】
　ステップ３１６では、対象コマが最終コマか否かを判別し（ステップ３１６）、最終コ
マでない場合には、次のコマ番号のコマを対象コマとしてステップ３１０に戻り、上記と
同様の処理を繰り返し実行する。
【００９０】
　そして、ステップ３１６で対象コマが最終コマであると判別されると、プリント枚数の
総数を算出し、その総数を所定位置に表示する。
【００９１】
　これにより、図９に示すようなプリント枚数の指定がされたフイルムの場合には、図１
２に示すようにプリント指定されていないコマ画像の表示が削除され、プリント指定され
たコマ画像のみが表示される。このようなインデックス画像の表示は、例えばフイルムプ
レーヤによってプリント指定したフイルムをＤＰＥ店に持っていき、そのＤＰＥ店でプリ
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ント指定したコマや枚数等を確認する場合に好適である。
【００９２】
　図１３はプリント指示に対応したインデックス画像の他の表示を行う場合のフローチャ
ートである。尚、図１１と共通するステップには同一の符号を付し、その説明は省略する
。
【００９３】
　図１１のフローチャートと図１３のフローチャートとを比較すると、図１３のフローチ
ャートでは、ステップ３１０でプリント枚数が、ｎ＝０の場合に、ステップ３１５の処理
を行ったのち、ステップ３１６に移行するする点で相違する。
【００９４】
　このステップ３１５では、図１４に示すようにプリント指定されていないコマ画像のコ
マ番号の表示を点線で表示させ、プリント指定されたコマ画像と区別できるようにしてい
る。尚、プリント指定されたコマ画像とプリント指定されていないコマ画像とを識別可能
に表示する方法は、上記実施の形態に限らず、例えばコマ番号の字体を異ならせて表示す
る方法、コマ番号の色や輝度を変える方法、コマ画像の色を変える方法（プリント指定さ
れていないコマ画像はモノクロ表示）、コマ画像の輝度を変える方法（プリント指定され
ていないコマ画像の輝度を小さくする方法）等が考えられる。
【００９５】
　次に、上記インデックス画像が表示されたのち、プリント指示に対応したコマ画像の自
動再生が選択されると、１本のフイルム内の複数のフイルム画像のうち、プリント指定さ
れたコマ画像のみを１コマずつ順次自動的に再生する（図４のステップ２４６）。このと
き、図１５に示すように例えば右上にコマ番号を表示し、左下にそのコマ画像のプリント
枚数／プリント総数を表示する。
【００９６】
　次に、前述した自動再生情報に基づいて１本のフイルム内の複数のフイルム画像を順次
自動的に再生する場合について説明する。
【００９７】
　この場合、図１６のフローチャートに示すように第１のプリスキャンで読み取り、ＣＰ
Ｕ１６０内のＲＡＭ１６０Ａ（図３参照）に別々に記憶されている光学情報と磁気情報と
を比較する（ステップ４００）。そして、光学情報と磁気情報とが一致する場合には、Ｒ
ＡＭ１６０Ａに記憶されている光学情報に基づいて自動再生を行う（ステップ４０２）。
尚、この場合には、光学情報と磁気情報とが一致しているため、ＲＡＭ１６０Ａに記憶さ
れている磁気情報に基づいて自動再生を行ってもよい。
【００９８】
　一方、光学情報と磁気情報とが一致しない場合（いずれか一方の情報が欠落している場
合も含む）には、光学情報及び磁気情報のうちいずれか一方を選択するモード選択手段（
図示せず）の選択操作に基づいて、光学情報が選択されているか否かを判別する（ステッ
プ４０４）。そして、光学情報が選択されている場合には、更に光学情報を磁気情報とし
て取り込むことを指示する取込指示手段（図示せず）の操作に基づいて、光学情報を磁気
情報として取り込むか否かを判別する（ステップ４０６）。
【００９９】
　ここで、光学情報を磁気情報として取り込まないと判別されると、ステップ４０２に移
行し、光学情報に基づいて自動再生を行う。一方、光学情報を磁気情報として取り込むと
判別されると、光学情報を磁気情報としてＲＡＭ１６０Ａに記憶させる（ステップ４０８
）。例えば、光学情報がパノラマを示すプリントフォーマットで、磁気情報がハイビジョ
ンを示すプリントフォーマットの場合には、磁気情報をパノラマを示すプリントフォーマ
ットに書き換え、また、光学情報に対応する情報が磁気情報にない場合には、その光学情
報を磁気情報としてＲＡＭ１６０Ａに追記する。その後、ＲＡＭ１６０Ａに記憶された磁
気情報に基づいて自動再生を行う（ステップ４１４）。
【０１００】
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　また、ステップ４０４において、光学情報が選択されていない場合には、光学情報を無
効化する無効指示手段（図示せず）の操作に基づいて、光学情報を無効化するか否かを判
別する（ステップ４１０）。そして、光学情報の無効化が指示されている場合には、光学
情報を自動再生情報として無効にする磁気情報をＲＡＭ１６０Ａに記憶させる（ステップ
４１２）。その後、磁気情報に基づいて自動再生を行う（ステップ４１４）。一方、光学
情報の無効化が指示されていない場合には、ステップ４１４に移行し、磁気情報に基づい
て自動再生を行う。
【０１０１】
　このようにして磁気情報又は光学情報に基づく自動再生が終了すると、図４に示すよう
にフイルム巻戻し時に、ＲＡＭ１６０Ａに記憶された磁気情報がフイルム１１４の磁気記
録層１１４Ｂに再び記録され（ステップ２４７）、巻戻し終了後フイルムカートリッジ１
１０が取り出される（ステップ２４８）。このように、一旦自動再生情報がフイルムの磁
気記録層に記録されると、その後は、プリスキャン時に自動再生情報を読み取ることによ
り、その自動再生情報に応じた自動再生が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】図１は本発明に係るフイルム画像自動再生方法が適用されるフイルムプレーヤを
含むシステム全体の概略構成を示す斜視図である。
【図２】図２は図１に示したフイルムプレーヤに適用されるフイルムカートリッジの一例
を示す図である。
【図３】図３は図１に示したフイルムプレーヤの内部構成の一実施例を示すブロック図で
ある。
【図４】図４は図１に示したフイルムプレーヤの作用を説明するために用いたフローチャ
ートである。
【図５】図５は図１に示したフイルムプレーヤにおいて搬送されるフイルムの搬送シーケ
ンスの一例を示す図である。
【図６】図６（Ａ）乃至（Ｄ）は図１に示したフイルムプレーヤにおけるＣＣＤバッファ
、表示バッファにおける記憶領域及びモニタＴＶの表示画面を示す図である。
【図７】図７はインデックス画像を用いたスキップ設定を説明するために用いた図である
。
【図８】図８はインデックス画像を用いたコマの縦横設定を説明するために用いた図であ
る。
【図９】図９はインデックス画像を用いた各コマのプリント枚数の設定を説明するために
用いた図である。
【図１０】図１０は１コマ再生メニュー設定モード時のモニタ画面の一例を示す図である
。
【図１１】図１１はプリント指示に対応したインデックス画像を表示するための処理手順
を示すフローチャートである。
【図１２】図１２は図１１のフローチャートに示す処理によって作成されたインデックス
画像を示す図である。
【図１３】図１３はプリント指示に対応した他のインデックス画像を表示するための処理
手順を示すフローチャートである。
【図１４】図１４は図１３のフローチャートに示す処理によって作成されたインデックス
画像を示す図である。
【図１５】図１５はプリント指示に対応したコマ画像の自動再生時のモニタ画面を示す図
である。
【図１６】図１６は光学情報又は磁気情報に基づいて自動再生する際の処理手順を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【０１０３】
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　１００…フイルムプレーヤ、１０９…モニタＴＶ、１１０…フイルムカートリッジ、１
１４…写真フイルム、１１４Ａ…パーフォレーション、１１４Ｂ…磁気記録層、１２０…
キーパッド、１３０…光源、１３５…撮影レンズ、１４２…ＣＣＤラインセンサ、１５１
…第１信号処理回路、１５２…第２信号処理回路、１５３…第３信号処理回路、１５４…
メモリ制御回路、１６０…中央処理装置（ＣＰＵ）、１７０…フイルム駆動メカ、１８０
…光学データ読取装置、１８２…磁気記録再生装置、Ｍ１…ＣＣＤバッファ、Ｍ２…表示
バッファ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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